形容詞メタファーの創発特徴に関するAPGモデルに基づく検討 by 野田 誠一
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院 電気通信学研究科 人間コミュニケーション学専攻 博士前期課程 
氏    名 野田誠一 学籍番号 0636016 
論 文 題 目 形容詞メタファーの創発特徴に関する APGモデルに基づく検討 

















激群について，“好きー嫌い”，“快いー不快な”，“面白いーつまらない”などの 17 の両極形容語対を用いて 7 段階 SD
法と自由記述の設問を設定し，喩辞，被喩辞，メタファー表現のそれぞれに対して被験者への回答を求めた． 
結論 
色彩語メタファーは，形容詞メタファーの中でも否定的な意味を喚起しやすいということが結果として証明された．
また，今回の実験を通じて以下に新たな仮説を立てるに至った． 
1. 形容詞メタファーは否定的な意味を喚起しやすい． 
2. 視覚(色彩形容詞)メタファーは意味変化の予測がプラスでもマイナスへの変化が特に多い． 
3. 聴覚メタファーは意味変化を予測しやすい．嗅覚メタファーはマイナス変化の予測が強化されやすい． 
自由記述から触覚，味覚，聴覚においてマイナス方向へ変化するメタファーは創発特徴が多くみられたが，視覚と嗅
覚では差がみられなかった．嗅覚に関しては喩辞が否定的なケースが多くみられたため，変化の幅が小さいことが原因
と考えられる．視覚に関しては喩辞が中立である場合にも創発特徴が多くみられたことから色彩形容詞メタファーが特
異的であることが伺える． 
 
